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　私1）は猫及びモルモットについて肝臓の一部ま
たは全部を門脈循環から遮断すると，g－Strophan－
thinの静脈内致死量が，肝臓遮断部位の大きさに
逆比例して減少して行くことを証明した。これに
類した実験を既にFarah2）がラッチにっU，て行っ
ており，さらにFarah＆Smqskowicz：i）は肝臓障
碍を起したラッチにおいてはStrophanthin致死
量が著明に減ずることを報告している。また最近
私はGiertz　et　al．4）がモルモットについて私と殆
ど同様な実験を行い，同檬な結果を得ていること
を知った。
　しかし他方Nyaryi’J），　Rothlin“）等は強心配糖体
が肝臓通過の際に多量に肝臓に結合するとは思わ
れない結果を発表し，特にHaferkorn　u．　Lendle’）
はStrophanthinを静脈内に注射しても動脈内に
注射してもその致死量は本質的には変らぬことを
強調している。このことはStrophanthinが先ず
心臓を通過してから全身に分布した場合と，先ず
心臓以外の臓器や筋立を通過した後に心臓に還っ
てきた場合にも同程度に心筋に結合するものと理
解され，従って肝臓において特に大量に捕捉され
るとは思われない結果になる。
　そこで私はこの辺の消息をさらに詳細に知る目
的で，9－Strophanthinを明かに心臓よりも先に肝
．臓を通す方法で適用し，しかも肝臓通過量を変え
てその致死量がどう変るかを追求せんとした。
実験材料及び実験方法
　体重1．8kg以上の猫及び300　g以上のモルモットを用
い，第1篇に記載したのと全く同じ方法により麻酢を施し
てg－Strophanthinの致死量を求めた。但し本篇において
はg－Strophanthinの肝臓通過量を変える目的で弐の如き
処置を行った。即ち腹腔を開き腸聞膜静脈の腸管より概ね
2～3cm離れた部分に細いカニューレを挿入し，その一端
を腹壁外に出して腹腔を閉じ腸間膜静脈内注射を容易なら
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しめた。また門脈血流の一部を遮断するためには門脈が肝
臓に入る手前の部分で右回または左枝を結紮した。しかる
後に腸間膜静脈内注射によってgStrophanthin致死量を
求めた。開腹後は手術的侵襲を少なくするために，暖かい
Ringer氏液に浸したガーゼで保護しながら速やかに所定
の処置を行い直ちに腹腔を閉鎖することにした。
　使用したgrStrophanthinはBritish　Drug　Houses製
で，これを0．01％溶液として保存し，実験直前にRinger
氏液で猫の場合は2倍に，モルモットの揚合には5倍に稀
釈したものを被三法とした。
　被晶晶の一定量宛を5分おきに1cc／mの速度で静脈内
に注射し，心臓停止までの全注射量から単位体重（猫では
1　kg，モルモッ1・では100　g）当りの致死量を算出した。こ
の際注射後30～60分にて心臓停止が起るように1回注射
量を予め定めておぎ，各実験例における注射量は実験途中
で変更されなかった。従って致死時間が短か過ぎるか，ま’・
たは長過ぎる場合は1回注射量が不適当であったものとし
て実験成績から除外することにした。心臓停止の確認は主
として心電図によって正確な瞬間を知るように努めた。
　なおモルモッ1・では被検液の注射回激が進むにつれて自
．発呼吸の滅弱が現われてくる故，呼吸麻痺の起らぬように
適当な時から人工呼吸を行った。猫では呼吸停止が心臓停
止後に起るので人工呼吸を行う必要がなかった。
実験成績
A．門脹血流の正常な場合；投与されたg－Strophahthin
が心臓に達する前に肝臓を通過するようにし，肝臓におい
て捕捉された残り，或いは肝臓において何等かの変化を受
けたものが心臓に達した場合の致死量である。この場合の
致死量は第1表（猫の場合），第2表〔モルモットの場創に
第1表 門脈血流の正常なる猫における腸闇汁静脈内注射
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第2画面　門脈血流正常なるモルモットにおける腸間膜
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示す如くである。即ち猫では最低が0．147mg／kg，最高が
0．161mg／kgで，その平均は0．153土0．002　mg／kgとなった。
またモルモットでは最低がO．038　mg／100　g，最高がD．046
mg／100　gで，その平均はα042士0，003　mg／100　gとなった。
　これらの値を正常動物の股静脈（猫）または頸静脈（モル
モット）注射によって求めた致死量に対する百分比で表わ
すと，猫では148．5％，モルモットでは135．5％となった。
即ち腸間膜静脈から注射した場合の方が大なる致死量を示
すことになった。この増加はg－Strophanthinが’b臓に達
する前に肝臓を1回通過しただけで起つたものと考えるこ
とが出来る。
B．門脈血流障碍の場合t門脈が肝臓に入る前で左右2
本の枝に分れることに着目し，南雲8）及び私1）が既に記述
した方法でこの枝の1本を結紮し門脈血流を部分的に遮断
した。このような処置によって肝臓の一部は門脈血流から
遮断されることになる。この際門脈三枝を結紮すると猫で
は肝臓の約20％が，モルモットでは肝臓の約30％が遮断
され，門脈左枝を結紮すると猫では肝臓の約80％が，モル
モットでは肝臓の約70％が遮断されることになる。
　■門脈三枝遮断の場合の致死量：この場合の致死量は
第3表（猫の場合）及び第4表（モルモットの場合）に示す
如くであるb即ち猫では最低が0．127mg／kg，最：高は0．146
mg／kgで，その平均は0．139土0．007　mg／kgとなり，モル
モットでは最低が0．033mg／100　g，最高は0．040　mg／100　g
で，その平均は0．036±0．002mg！100　gとなった。これらの
値を静脈内致死量に対する百分比で表わすと猫では135．0
％，モルモットでは11＆1％となった。またこれらを門脈
血流正常の場合の腸国守静脈内注射における値に比較する
と，猫では90．8％，モルモットでは85．7％となった。
　2．門脈長枝遮断の場合の致死量：この場合の致死量は
第5表（猫の場合）及び第6表（モルモットの場創に示す
如くである。即ち猫では最低が0．113mg／kg，最高は0．125
mg／kgで，その平均は。．120土。．Oo4　mg／kgとなり，モル
モットでは最低が0．032mg／100　g，最高は0．033　mg／100　g
で，その平均は0．032士0．0002mg／100　gとなった。これら
の値を正常静脈内致死量に対する百分比で表わすと，猫で
は11a5％，モトセットでは103．2％となった。またこれら
を門脈血流正常の場合の腸間膜静脈内注射における値に比
第3表 門脈右枝遮断の猫における腸心膜静脈注射
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第4表 門脈特旨遮断のモルモットにおける腸間膜静脈
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第5表 門脈左枝遮断の猫における腸間膜静脈内注射
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第6表 門脈左枝遮断のモルモットにおける腸間膜静脈内
注射時のg－Strophanthin致死量：
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較すると，猫では78．4％，モルモットでは76．2％となっ
た。
　以上の如く門脈血流障碍の場合の致死量は門脈血流正常
の場合の値に比較して，猫及びモルモットの何れにても約
10～20％ほど減少を示した。この減少はg－S七rophanthin
の通過する肝臓部分の減少によることは明かである。従っ
て心臓よりも先に肝臓を通過するよう、な適用方法を用いて
もg・Strophanthinの通過し得る肝臓部分が減少すると致
死量もまた減少することが明かとなった。しかもBの実験
の結果から門脈血流障碍の程度が大となるにつれて致死量
が減少することも明かとなった。
総括及び考按
　私1）は既に前篇において，頸静脈（モルモットの場合）及
び股静脈（猫の場合）よりg－Strophanthinを注射した場合
に，その致死量は門脈血洗遮断によって変化し，しかも遮．
断の程度が大となるに従って致死量は逆に減少することを
明かにした。この事実はg－Strophanthinが肝臓にかなり
捕捉されることを示している。
　私はさらに肝臓におけるg－Strophanthinの捕捉の状況
を明かにする目的を以て本篇の実験を行った。本篇におげ
る成凝’を総括せんがために，各平均致死量を正常静脈内致
死量に対する百分比で表わし，これを図示すると第1図の
如くになる。
　先づg・Strophanthinが心臓と肝臓の何れを先に通過す
％
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第1図　腸間膜静脈内注射時の致死量：と
　　　　　門脈血流遮断の影響
　（正常静脈内致死量に対する百分比｝
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るかによって致死量が如何に変るかを調べた。第1図から
も明かな如くg－Strophanthinの適用方法を頸1または股）
静脈内注射から腸間膜静脈内注射に変えることによって，
その致死量が猫では48．5％だけ，モルモットでは35．5％
だけ増加したのである。即ち肝臓を先に通過させるような
適用方法腸開膜静脈内注射〉をとった場合には，心臓を先
に通過させた押合（頸または股静脈内注射）よりは致死量が
相当に大となることが明かとなった。このことはg－Strop－
hanthinが肝臓をただ1回通過する間にかなりの量が捕捉
されることを意味しているものと考えられる。この事実は
南雲8）がDigitoXinを用いて同様の実験を行い，猫では大
体同じよ5な成績を得，モルモットではさらに著しい捕捉
を思わせるような成績を得ている。
　Nyaryi5）はStrophanthinとDigitoxinについて，門
脈内注射時と股静脈内注射時とでは致死量に差異がないと
述べ，RothlinG）の結果もScillaren　B以外の強心配糖体
は門脈内注射によって作用の減弱は起さぬとなっている。
これら先入の成績と私の成績と合致しない理由は明かでは
ないが，恐らく実験方法の相違に基くものと考えられる。
　私の実験結果からは血液中に入ったg－Strophanthinが
肝臓を通過する間に相当の量が捕捉されることは明かで，
南雲9）・9・）がDigitoxinを用いて得た実験成績を支持する結
果となったのである。ただDigitoxinの場合には猫に較
べ，モルモットの肝臓にて特に著明な捕捉並びに解毒が考
えられる結果となっているが，g－Strophanthinの場合には
両動物問に余り差異を認め得ない結果となっている。この
事実はDigitoxinとg－Strophanthinとに対するモルモッ
トの肝臓の捕捉並びに解毒能力に幾分の差異があるためと
想像される。但しモルモットは猫に較べg・Strophanthi　n
に対して強い抵抗を示し，私の実験成績では約3倍の値を
示すことは前篇において述べたところであり，過去の文献
においても2～3倍の値を示している。南雲9♪が強調した
ように両動物の感度の相違は肝臓における捕捉能力の差に
帰することは正当と思われるが，g－Strophanthinによる
実験の結果では捕捉量の差に加えて両動物の肝臓における
解毒能力の差をも併せ考えるのが至当と思われる。
結 論
　g－Strophanthinの心臓作用（特に致死量）が肝臓
と如何なる関係を有するかを知らんとして猫及び
モルモットについて実験を行い次の結果を得た。
　1．頸（または股）静脈内注射の時よりも腸問膜
静脈内注射の時に致死量はより大きい値を示し
た。
　2．腸間膜静脈内注射の場合においても肝臓の
一部を門脈血統から遮断すると致死量が減じ，し
かも遮断の程度が大き’いほど，致死量の減少も著
しくなった。
　3．猫とモルモットとの9－Strophanthinに対
する感度の相違の原因≧しては，肝臓における捕
捉能力及び解毒能力の相違を挙げることが出来る。
（昭和30．1．25受付）
Summary
　　A　study　was　carried　out　with　cats　and　guinea　pigs，　in　order　to　ascertain　that　the
potency　of　g－strophanthin　is　decreased　when　it　passes　through　the　liver．
1．　The　lethal　，dose　of　g－strophanthin　determined　by　means　of　intraportal　injection
was　larger　than　the　intravenous　lethal　dose．
2．　The　intraportal　lethal　dose　was　markedly　decreased　after　one　of　liver　branches
of　portal　vein　was　ligated．
3．　lt　is　suggested　that　the　difference　of　sensitivity　to　g－strophanthin　between　cats
and　guinea　pigs　is　connected　with　the　difference　of　removing　and　detoxifying　capacity　of
liver．
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　CReeeived　Jan．　25，　1955）
